
 

美術史上最大の未解決盗難事件で消失した 

フェルメール「合奏」除幕式 

２０２５年３月１８日(火)１０：００から 

 

▲フェルメール 「合奏」 1663-66年頃 72.5 × 64.7ｃｍ 

イザベラ・スチュワート・ガードナー美術館 ボストン 

                                      2025年 3月 5日 

報道各社 各位                                

大塚国際美術館 

 

 

 

 
 

 
 

 

大塚国際美術館（徳島県鳴門市）は、フェルメールの傑作「合奏」を陶板で原寸大に再現し、３月１８日から常設 

展示します。本作は、１９９０年３月１８日にアメリカ・ボストンのイザベラ・スチュワート・ガードナー美術館で起こ

った“美術史上最大の未解決盗難事件”で消失した１３点のうちの１点です。 

 
 

未だ行方不明であるこの名画を再現し、事件から 

３５年を迎える２０２５年３月１８日に一般公開するに

あたり、監修を務めた大髙保二郎先生（早稲田大学

名誉教授・当館絵画学術委員）、盗難当時の額縁を再

現し制作された池田清史先生（彫刻家・財団評議員）

をお招きして除幕式を執り行います。 

 

つきましては報道関係者の皆様には、ご多忙の折と

は存じますが、ぜひご取材賜りますようお願い申し

上げます。また、除幕式後には、同日より館内のレス

トラン・カフェで提供する「ボストンランチ」、「ボスト

ンクリームパイ」をご用意しております。 

 

恐れ入りますが、除幕式のご出欠につきましては 

別紙にて、３月15日までにご連絡くださいますよう

お願い申し上げます。 

 
 

 
 

除幕式の概要 
 

【日  時】 2025 年 3 月 18 日(火)10：00〜10：30  

【受  付】 9：30〜/地下３階インフォメーション付近 ※受付をお済ませの上、会場へお越しください。 

【会  場】 大塚国際美術館 地下 2 階 エレベーター1、2 前 

【内  容】 開催趣旨説明、除幕、「合奏」作品解説、額縁について解説 

【出席者】 大髙保二郎 早稲田大学名誉教授・大塚美術財団 理事(大塚国際美術館 絵画学術委員) 

池田清史   彫刻家・大塚美術財団 評議員 

       小松喬一   大塚国際美術館副館長                                     (予定) 

 



美術史上最大の未解決盗難事件 被害総額は数億ドル 

Ｉｓａｂｅｌｌａ Ｓｔｅｗａｒｔ Ｇａｒｄｎｅｒ Ｍｕｓｅｕｍ 

アメリカ・ボストンにある、ヴェネツィア宮殿風の建物と美しい回廊に囲まれた中庭が特徴の美術館。元は創設

者であるイザベラ・スチュワート・ガードナー夫人の私邸だった。ヨーロッパ、アジア、アメリカなどから集めた

絵画、彫刻、装飾品など、さまざまなコレクションが所蔵されている。 

 

フェルメールの「合奏」は、イザベラ・スチュワート・ガードナー夫人が１８９１年にパリのオークションにて６０００

ドルで購入し、美術館２階のオランダ室に展示されていた。「どの作品も動かしたり置き換えたりしてはならな

い」というガードナー夫人の遺言が尊重されると同時に、作品の帰還を願う希望の象徴として、現在も盗まれ

た絵が飾られていた場所には空の額縁がそのまま展示されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１９９０年３月１８日深夜、イザベラ・スチュワート・ガードナー美術館に警官を装った２人組の強盗が侵入し、   

フェルメール「合奏」、レンブラントやドガの作品など計１３点を盗み出した。本事件は現在も FBI や美術専門

家による調査が続けられており、１０００万ドル（約１５億56００万円    ）の懸賞金が掛けられている。 
（注１） 2025年1月28日時点の為替レートによる金額 

 

 

 

フェルメール「合奏」 
1663-66 年頃 72.5 × 64.7ｃｍ イザベラ・スチュワート・ガードナー美術館 ボストン 

 

 

 

 

 

 

３月１８日発売   

・ミニ陶板 額装品A (金色額付) 4,000 円(税込み) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                 

和やかに奏楽するワンシーンをひそかに垣間見たかのような、フェルメールが好んだ情景。男性がリュートを    

弾き、女性がチェンバロを演奏する中、もう一人の女性が楽譜を持ちながら拍子を取り、歌っています。   

演奏をテーマとした作品の中でもとりわけ自然で、親密な雰囲気のある室内画です。 
 

１７世紀オランダにおいて、当時の画家たちは愛を表現するために楽器や音楽を用いました。フェルメールに

とっても、音楽のある情景は身近なものであったことがうかがえます。 

 

 

 

 

ヤン・フェルメール（1632～1675） 
 

１６３２年オランダ・デルフト生まれ。２１歳のときから画家と

しての活動を始め、デルフト画家組合の理事も務める。手紙、

音楽、恋愛などを題材とする室内の日常生活を描き、緻密な

筆遣いや計算された光の表現、幾重にも解釈できる画中画

など、鑑賞者を魅了する美しく繊細な作品を残した。 
１６７５年４３歳で没するとその作品は次第に忘れ去られてし

まったが、１９世紀になって改めて評価されるようになった。 
大塚国際美術館 地下２階 フェルメールギャラリー 

(注１) 

フェルメール「合奏」オリジナルミニ陶板が登場！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

地下３階 ミュージアムショップ 10:00～１７：００ 

 

 

 

 

※状況により、変更する場合がございます 
 

 

 

 

▲ オリジナルミニ陶板 イメージ 

 

 

 



大塚国際美術館で鑑賞できるフェルメール作品一覧(11点)                         

 

 

 

 

制作年 作品名 所蔵

1 1658年頃 ワイングラスを持つ娘 ヘルツォーク・アントン・ウルリヒ美術館、ドイツ

2 1660年頃 牛乳を注ぐ女 アムステルダム国立美術館、オランダ

3 1660年頃 デルフトの眺望 マウリッツハイス美術館、オランダ

4 1660年頃 デルフトの小路 アムステルダム国立美術館、オランダ

5 1663年頃 手紙を読む女 アムステルダム国立美術館、オランダ

6 1665-66年頃
真珠の耳飾りの少女

（青いターバンの少女）
マウリッツハイス美術館、オランダ

7 1669年 地理学者 シュテーデル美術館、ドイツ

8 1670-72年頃 ヴァージナルの前に立つ女 ナショナル・ギャラリー、イギリス

9 1670-72年頃 ヴァージナルの前に座る女 ナショナル・ギャラリー、イギリス

10 1662-64年頃 音楽の稽古 王室コレクション、イギリス

11 1663-66年頃 合奏
※2025年3月18日追加展示

イザベラ・スチュワート・ガードナー美術館、アメリカ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大塚国際美術館 
 

大塚グループ創立 75 周年記念事業として 1998 年 3 月に創業の地である徳島県鳴門市に設立した陶板名画美術館。世

界 26 カ国の西洋美術を代表する名画 1000 余点を陶板で原寸大に再現し展示しています。美術書などで一度は見たこ

とがある名画が一堂に会し、日本に居ながら世界の美術を体験できます。 
 

【住     所】 〒772-0053 徳島県鳴門市鳴門町 鳴門公園内 

【T  E  L】 088-687-3737   【Ｆ Ａ Ｘ】 088-687-1117 

【U  R  L】 https://www.o-museum.or.jp/ 

【開 館 時 間】 9 時30 分から 17 時（入館券の販売は 16 時まで） 

【休  館  日】 月曜日(祝日の場合は翌日)、１月連続休館あり、その他特別休館あり ＊8 月無休 

【入  館  料】 一般 3,300 円 ／ 大学生 2,200 円 ／ 小中高生 550 円 ＊20 人以上の団体は 10％割引 

【ア ク セ ス】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

《お問い合わせ先》大塚国際美術館 学芸部 原田・松浦 

TEL：088-687-3737  FAX：088-687-1117   MAIL：info@o-museum.or.jp 



□出席する 

□ムービー （   ）台 

□スチール （   ）台 

 

□希望する 

 

□希望する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

《本件に関するお問い合わせ》大塚国際美術館 学芸広報部 担当 原田/松浦 TEL:088-687-3737 

FAX:088-687-1117 MAIL:info@o-museum.or.jp 

「大塚国際美術館」学芸広報部 担当者 行 
取材いただける場合は、3月 15日（土）までにメールまたは FAXでご返信ください 

フェルメール「合奏」除幕式 取材受付 申込書 

日時：2025 年 3 月 18 日（火）10：00～10：30（受付開始 9：30） 
 
 

《取材に関するお願い》    

①除幕式について 

※9:30～地下3 階インフォメーションにて受付後、会場にてスタンバイ可能ですが、鑑賞者へのご配慮を 

お願いします。 

※鑑賞者の後ろからの撮影となります。 

※撮影エリアを設けますが、抽選は行いません。 

②新展示作品の撮影について 
※展示室のオフィシャル写真は提供可能ですのでお申し出ください。 

※除幕後（10：30 以降）、鑑賞者がいらっしゃる中での撮影も可能です。鑑賞者へのご配慮をお願いします。 

※館内の作品撮影は、当日配布します「撮影注意事項」を順守いただきますようお願いします。 

③新展示記念メニューの取材について 

※10：40 から、1 階レストラン・ガーデンにて「ボストンランチ」、 

11：30 から地下2 階カフェ・ド・ジヴェルニーにて「ボストンクリームパイ」の撮影および試食。 

担当者がご案内いたします。 

返信欄 

貴社名： 

媒体名： 

ご芳名：                                       （他   名様） 

ご連絡先   電話  ：                          FAX： 

         E-mail ： 

 

 

 

●除幕式に 

●除幕式の撮影を希望する 

 

 

●ボストンランチの撮影 

１階レストラン・ガーデン（10：40～11：20） 
 

●ボストンクリームパイの撮影 

地下２階カフェ・ド・ジヴェルニー（11：30～12：00） 

 

 

 


